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論 文 内 容 の 要 旨 
 津波堆積物を用いて東海・東南海地震津波の来襲履歴を解明することを目的として、三重県鳥羽市相差町に
位置する沿岸湿地から10本の柱状試料を採取した。堆積物は主に有機質シルトからなり、津波によって形成さ
れた可能性がある。コア間で連続性の良い11枚の砂層（OS-1-12）を挟在する。 
 放射性炭素年代測定、古地磁気年代測定、火山灰層序を併用した複合編年を行なうことにより、砂層の年代
を精度よく決定することが出来た。特に、古地磁気年代測定は高密度な放射性炭素年代測定が不可能な場合に
有効である。 
 詳細な岩相記載、粒度分析、有孔虫分析に基づき津波堆積物の認定を行なった。現世有孔虫の深度分布から、
有孔虫を含む砂層が津波堆積物であることが明らかになった。これらの砂層からは、ストームの侵食限界以深
である、水深40m以深にしか分布しない有孔虫が砂層から産出した。さらに、堆積構造と粒度特性はこれまで
に報告されている津波堆積物の堆積学的特徴（例えば、砂質な堆積物もしくは砂礫からなること、上方に向か
って細粒化すること、基底に侵食面を持つこと、上部に植物片を含むこと、など）と非常に良く一致するため、
OS-1-12砂層は有孔虫を産出しない砂層も含めて全て津波堆積物である可能性が高いことが示された。 
 津波堆積物（OS-1-12砂層）の年代は、それぞれ、OS-1砂層：1335 cal yr BP（AD615）、OS-2砂層：1665 cal 
yr BP（AD285）、OS-3砂層：2195 cal yr BP（BC245）、OS-4砂層：2700 cal yr BP（BC750）、OS-5砂層：2725 
cal yr BP（BC775）、OS-6砂層：2725 cal yr BP（BC775）、OS-8砂層：2830 cal yr BP（BC880）、OS-9砂層：
3580 cal yr BP（BC1630）、OS-10砂層：3895 cal yr BP（BC1945）、OS-11砂層：4115 calyr BP（BC2165）、
OS-12砂層：4375 cal yr BP（BC2425）であった。従って、調査地域における東海・東南海地震津波の来襲間
隔は300年以内であった可能性が高い。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
プレート境界型地震は、巨大津波を繰り返し発生させる。過去の地震津波履歴、津波の遡上過程・規模、さ
らに地震津波発生間隔の解明のため、津波堆積物を用いた古地震津波の研究が進展しつつある。日本において
も北海道・東北・四国などの沿岸域で研究が行われ、過去の地震津波の解明に重要な貢献を果たしている。し
かし、従来の津波堆積物研究には、津波堆積物の認定方法や堆積物年代測定の時間分解能に問題があることが
指摘されている。筆者は、このような研究の現状を踏まえ、東海・東南海地震によって繰り返し津波被害を受
けた志摩半島沿岸湿地を研究対象として、過去約6000年間の津波来襲履歴を高い時間分解能で解明することを
目的に研究を行った。研究では、鳥羽市相差の完新統湿地堆積物中に十数枚の連続性の良いイベント砂層を見
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出し、その層相記載、粒度分析、有孔虫などの構成物組成解析などを詳細に行い、津波堆積物の認定を行った。
この中で、イベント砂層に含まれる有孔虫は津波堆積物の認定にとくに有効であることを具体的に示した。そ
して、見出した各津波堆積物の年代を精度良く求めるため、堆積物に含まれる多くの木片についてAMS放射性
炭素年代測定を高密度で実施し、堆積物の連続的古地磁気測定結果から求めた古地磁気変化を併用して年代決
定を行った。研究の結果、相差の沿岸湿地堆積物には東海・東南海地震津波起源と考えられる十数枚の津波堆
積物が存在することを明らかにした。また、過去約6000年間の津波来襲間隔はおよそ250年から550年である
ことを指摘した。 
以上のように、完新世津波堆積物を用いて東海・東南海地震の津波履歴を高時間分解能で解読した本研究は、
津波堆積物研究の発展だけでなく、地震津波の長期予測・防災にも寄与するものであり、博士（理学）の学位
を授与するに値するものと認められる。 
 
